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回訓観光地点検

吠山千牧
○
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地方自治体と企業とのタイア

ップが多様化している。一般的

にタイアップとは、マーケティ

ング活動上、双方が相手に配慮

をした協力方式のことを指す。

近年こうした自治体とのタイア

ップを活発に行っている業界の

１つがアニメーション業界だ。

震災で観光客激減

自治体とアニメ製作会社のタ

イアップは、地域の知名度を上

げ集客力向上に結び付けたい自

治体と、作品の知名度・話題性

の向上を目指すアニメ製作会社

が提携し、互いのイメージを高

め、プロモーション上の相乗効

果をもたらすことに狙いがある。

自治体にとっても、少子高齢化

が進む中、若年層の誘致は重要

な課題であり、若い世代への訴

求力が高いアニメというコンテ

ンツに注目が集まっている。

従来、自治体とアニメ製作会

社が関係性を持つ場合、その形

態は比較的単純だった。つまり、

ある作品が流行った後、ライセ
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ンス契

の画像

約を結び、キャラクター

を土産物の箱に掲載する

といった、いわゆるライセンス

ビジネ

近年の

スが主であった◎しかし

特徴は、こうしたビジネ

ス形態を含みつつも、単なる契

約上の関係ではなく、作品放映

前から双方が歩み寄って協力・

提携し、観光振興を通して利益

を共有できる長期の関係を築こ

うとしている点にある。その最

新の好事例が千葉県鴨川市とア

ニメ作品『輪廻のラグランジ

ェ』のタイアップである。

鴨川市は２００５年に旧鴨川市

と天津小湊町が合併し現在の市

域となって以降、毎年、人口

（１２年２月現在約３万５０００

人）の100倍を超す400万人

以上の観光客が訪れる、観光が

基幹産業の地域だった。

しかし東日本大震災並びに原

発事故の風評被害を受け、１０

年に409万BOOO人だった観

光入込客数は、１１年には２９０

万５０００人に激減した。そんな

中、アニメ製作会社側から鴨川

市に、同市を舞台とした作品を

制作中であるとの連絡が入る。

作品のTV放映（１２年１月）の

半年ほど前のことである。

この作品は鴨川を舞台に女子

高生がロボットに乗って活躍す

るという内容であり、市も地域

を元気にするうえで適切な作品

であると判断。建設経済部の産

業振興課と観光課が窓口となっ

て、アニメ製作会社とタイアッ

プの可能性について話し合いが

進められた。そんな中、震災後

の観光客数激減という事態に直

面していた商工会や観光協会な

ど住民側から、官民一体となっ

て積極的に作品とのタイアップ

を進め、地域活性化に取り組も

うという動きが生まれる。

こうして１１年１１月に設立さ

れたのが「輪廻のラグランジェ

鴨川推進委員会」である。同委

員会は、商工会、観光協会、青

年会議所、城西国際大学観光学

部、鴨川市の５団体からなる。

なお同委員会の実動部隊である

部会委員には各団体から学生を

含めた２０～３０歳代の若手が中

心となって参加している。アニ

メとのタイアップで、ここまで

地域の幅広い意見を集約できる

態勢を民間主導で整えた例はな

く、先駆的な試みとして注目に

値する。

まず住民が作品を理解

推進委員会設立後、同委員会

の会合には、アニメの製作委員

会「ラグランジェ・プロジェク
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出身者・千葉県民限定の

第一話先行上映会が行わ

れた。また市の『広報か

もがわ』（11年１２月１５

日号）や市議会だより

（１２年２月）では、鴨

川タイアップキービジュ

アル（作品と鴨川市のタ

イアップの核となるイメ

ージ画像）が表紙を飾っ

ている。

対外的には鴨川市と

『輪廻のラグランジェ』

の．ラボレーションを象

徴するロゴデザインを募

集。同推進委員会とアニ

メ製作委員会が共同で審

査を行い、優勝者がアニ

ＴＶアニメ「戦国ＢＡＳＡＲＡ』で

宮城県仙台市や白石市とタイア

ップし、大きな成果を上げただ

けでなく、同地域の震災復興支

援にも協力した経験を持つ。

アニメ製作側が、自らの商品

に社会性を持たせ、地域振興に

どのような役割を果たせるのか

様々な試行を行っている点は、

CSR(企業の社会的責任)の面

から見ても高く評価されて良い。
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メ本編に声の出演をした。また

作品の普及活動や地域活性化事

業に協力するサポーター「鴨川

ジャージ部員」を全国から募集

し、ファンが参加できる仕組み

作りも積極的に行われた。

匂

含』

卜」からも関係者が定期的に参

加し、協力関係を深めてきた。

そんな中で、推進委員会が重点

を置いたのが、旅客誘致を目的

とした対外的なプロモーション

ではなく、市民向けの広報であ

った。観光地として大切なのは、

市民全体が来訪者をもてなすこ

とであり、そのためには作品の

ことを市民が知っていなくては

ならない、という同推進委員会

の考えに基づく。

こうして、アニメ製作委員会

の協力の下、１１年１２月１日

地域情報のフリーペーパー

『KamoZine（かもジン)』が

４面全てを同作品の特集とした

特別号を発行。市民向けにスト

ーリーや市内のロケ地を紹介す

るとともに、同２３日には鴨川

市市民会館で、鴨川市民・鴨川

地域密着型作品の可能性

こうした鴨川市での取り組み

は、タイアップする両者の極め

て良好な関係性から生まれた、

いわばモデルケースだ。特に作

品の著作権を所有する製作委員

会の地域密着・地域重視の姿勢

は重要だった。従来のように

「作品ありき」ではなく、地域

の文脈を大事にしながら地域社

会とともに作品を育てるという

姿勢が製作側に強くあった。例

えば製作委員会のうちの１社、

プロダ､クション・アイジーは、

L今後のポイント ノ

ここまでのタイアップは、地

域・作品双方の知名度を高める

ことができたという点で成功で

ある。今後の課題は、そうした

知名度向上の効果をどこまで実

際の消費に結び付けることがで

きるかだ。この事例はまさにこ

のステップに入ったと言って良

いだろう。

タイアップの本質は相手の利

益を考えることだ。地域側は作

品の視聴率や売り上げの向上に

資する観光とは何かを考え、製

作側は地域の集客力を高めるア

ニメとは何かを考えることが重

要となる。この事例では双方が

そうした意識をしっかり持って

いる。双方の協力が新たな産業

を育成するような、息の長い取

り組みになることを期待したい。

この作品は３月に第１期の放

送を終え、７月からは第２期の

放映が始まる。タイアップは今

後どう展開するのか。先駆的か

つ挑戦的な事例として心から応

梼したい。回

,４１１‐侭
｡

アニメ「輪廻のラグランジェ」と鴇川市とのタイアッブ
キービジュアル。主人公ら作品の登場人物が鴨川市の祭
りに参加する姿が描かれている
(◎ラグランジェ・プロジェクト）


